
昨
年
の
同
フ
ェ
ア
会
場

「医療経済の基礎知識」をテーマ
に開催したセミナー（２月８日）

上
海
中
医
薬
大
の
朱
惠
蓉
副

学
長

右
端

か
ら
修
士
号

を
授
与
さ
れ
る
修
了
生

米
国
の
提
携
校
で
の
組
織
学

実
習

右
か
ら
２
番
目
が
臨

床
検
査
技
師
科
の
実
習
生

海
外
と
キ
ズ
ナ
深
め
る

中国の大学院修士号を日本でも

提携校との交流でノウハウ磨く

　
滋
慶
医
療
経
営
管
理
研
究

セ
ン
タ
ー
は
中
国
・
ア
メ
リ

カ
の
提
携
校
と
の
連
携
に
よ

り
、
海
外
に
あ
る
大
学
院
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
る
。
上
海
中
医
薬
大
学

と
は
共
同
で
、
同
大
の
大
学

院
で
中
国
の
修
士
課
程
を
学

べ
る
教
育
合
作
セ
ン
タ
ー
を

日
本
国
内
に
設
置
。
２
０
１

０
年
度
に
は
、
初
の
医
科
学

修
士

鍼
灸

が
誕
生
。

し
ん
き
ゅ
う

年
度
に
は
２
人
が
修
士
号

を
取
得
し
た
。

　
修
了
生
は
「
日
本
で
中
国

の
大
学
院
修
士
資
格
が
取
得
で
き
、

中
医
学
の
本
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

老
師
の
講
義
が
受
講
で
き
る
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
入
学
し
た
。
今
後
は
自

分
の
臨
床
経
験
と
上
海
中
医
薬
大
学

大
学
院
で
得
た
知
識
や
技
術
を
も
っ

て
鍼
灸
師
を
目
指
す
学
生
を
指
導
、

鍼
灸
治
療
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
く
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
鍼
灸
師
で
も
う
１
人
の
修
了
生

は
、
「
中
国
伝
統
医
学
理
論
の
奥
深

さ
と
臨
床
経
験
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

れ
た
技
術
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
伝
統
医
学
の
研
究
の
難
し
さ

や
そ
の
研
究
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
実
感
し
た
。
今
後
は
鍼
師
・

灸
師
養
成
施
設
で
の
中
医
学
教
育
の

充
実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
中
国
伝
統
医
学
の
普
及

に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
の
各
校
で

は
、
海
外
の
提
携
校
と
の
交

流
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
例
え
ば
入
学
式
、
卒
業
式

に
ほ
ぼ
毎
年
、
米
国
と
中
国

の
医
療
系
大
学
や
高
等
専
科

学
校
か
ら
来
賓
出
席
が
あ

り
、
提
携
校
の
院
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
て
い
る
。
中
国
の

代
表
的
な
出
席
校
は
上
海
中

医
薬
大
学
や
上
海
医
療
器
械

高
等
専
科
学
校
、
廣
東
医
学

院
、
廣
東
薬
学
院
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

専
門
学
校
で
は
２
０
０
６
年
に
、
米

国
の
セ
リ
ト
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
ケ
ー
ブ
ル
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
を
招
き
、
同
国
の
先

進
的
な
ス
ポ
ー
ツ
療
法
の
独
自
ノ
ウ

ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

理
学
療
法
士
や
臨
床
心
理
学
者
ら
の

招
聘
実
績
が
あ
る
。

し
ょ
う
へ
い

　
海
外
校
と
長
年
に
わ
た
り
築
い
て

き
た
信
頼
関
係
が
、
こ
う
し
た
交
流

実
現
に
表
れ
て
い
る
。
大
阪
滋
慶
学

園
の
海
外
に
目
を
向
け
続
け
る
姿
勢

は
、
海
外
校
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
に
新
た
な
顔
と
し
て
、
３
人
の
学
校
長
が
就
任
し
た
。
医
療
界

屈
指
の
研
究
実
績
と
豊
富
な
経
験
を
発
揮
し
、
同
学
園
が
掲
げ
る
実
践
教
育
の
か
じ

取
り
を
す
る
。
現
状
、
医
療
現
場
で
は
技
術
や
関
連
機
器
の
高
度
化
が
進
展
す
る
一

方
、
多
様
な
パ
ー
ト
を
専
門
的
に
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
社
会
貢
献
を
果
た
す
即
戦
力
輩
出
に
挑
む
各
氏
に
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
。

▼

「グローカル生涯教育」推進 学
校
法
人
大
阪
滋
慶
学
園

来
春
、
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学
校
を
開
校

通
信
教
育
で
も
新
風
起
こ
す

新
学
校
長
３
氏
抱
負
を
語
る

医療・福祉支える確かな人材輩出

武
田
裕
学
校
長
大
阪
医
療
福
祉
専
門
学
校

俣
野
彰
三
学
校
長
大
阪
医
療
看
護
専
門
学
校

礒
橋
文
秀
学
校
長
大
阪
医
療
技
術
学
園
専
門
学
校

実
学
習
得
の
環
境
整
備

建
学
理
念
柱
に
特
色
も

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成

社
会
人
の
生
涯
教
育
支
援
滋
慶
医
療
経
営
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー

５月に就職フェア３５００人参加見込む大阪城ホールで

看
護
師
へ
の
一
歩
、
胸
に
刻
む
戴
帽
式
と
宣
誓
式
大
阪
滋
慶
学
園
３
校
で

大阪保健福祉専門学校に設置している通信教育科の授業

医療安全で研究会滋慶医療科学大学院大学
▲

第
２
期
生
の
学
位
記
授
与
式
に
は
多
数
の
来
賓
が
出

席

戴
帽
し
て
い
る
の
が
修
了
生
と
学
校
関
係
者

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
学
校
法
人
大
阪
滋
慶
学
園
が
、
「
グ
ロ
ー
カ
ル
生
涯
教
育
」
を
推
進
し
て
い
る
。
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
国
際
社
会

グ
ロ
ー
バ
ル
と
、
地
域
社
会
ロ
ー
カ
ル
の
い
ず
れ
に
も
貢
献
で
き
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た
言
葉
で
、
医
療
を
中
心
に
専
門
学

校
な
ら
で
は
の
教
育
に
よ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
実
践
力
あ
る
人
材
を
育
て
て
い
る
。
２
０
１
１
年
に
は
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
が
、

年
に
は
島
根
県
出
雲
市
に
出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
が
開
校
し
た
。

年
に
は
鳥
取
市
に
「
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学
校
」
、
さ
ら
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
信
教
育
を
行
う
「
滋
慶
大
学
」
の
開
校
も
計
画
す
る
な
ど
、
大
阪
滋
慶
学
園
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

年
４
月
開
校
予
定
の
鳥
取

市
医
療
看
護
専
門
学
校

完

成
イ
メ
ー
ジ

、
Ｊ
Ｒ
鳥
取

駅
前
の
好
立
地
を
生
か
し
て

地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
を

育
て
る

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
、
グ
ル

ー
プ
５
校
の
学
生
を
主
な
対

象
に
し
た
合
同
企
業
説
明
会

「
就
職
フ
ェ
ア
」
を
５
月

日
、
大
阪
城
ホ
ー
ル

大
阪

市
中
央
区

で
開
催
す
る
。

節
目
の

回
目
と
な
る
今
回

は
、
昨
年
を
上
回
る
約
２
５

０
の
病
院
や
福
祉
施
設
が
参

画
す
る
。
大
阪
滋
慶

学
園
以
外
の
学
生
も

参
加
で
き
、
約
３
５

０
０
人
の
参
加
を
見

込
む
。
学
生
に
と
っ

て
自
分
の
進
路
希
望

と
就
職
希
望
先
の
ニ

ー
ズ
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
機
会
と
な
る
。

　
今
回
の
就
職
フ
ェ

ア
の
幹
事
校
と
な
る

大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
専
門
学
校
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
田

中
利
明
セ
ン
タ
ー
長

は
「
学
生
に
と
っ
て
、
新
学

期
が
始
ま
る
段
階
で
就
職
へ

の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
」
と
開
催
の

意
義
を
話
す
。

　
学
生
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
日
常
的
に
病
院
な
ど
の

事
業
所
訪
問
を
地
道
に
続
け

受
け
入
れ
側
と
の
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
る
。
事
業
所
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施

し
て
お
り
、
２
０
１
３
年
度

の
求
人
数
は
約
２
万
８
０
０

０
人
、
求
人
件
数
は
約
７
０

０
０
件
に
の
ぼ
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
長
は
「
看
護

師
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

医
療
人
材
・
福
祉
人
材
・
健

康
関
連
分
野
の
人
材
を
育

て
、
医
療
・
福
祉
・
健
康
関

連
の
現
場
で
中
核
を
担
え
る

人
材
を
多
く
出
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
学
生
に
と
っ

て
は
最
初
に
社
会
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
就
職
フ

ェ
ア
。
学
生
の
将
来
に
向
け

た
挑
戦
が
始
ま
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 　　

　
現
代
医
療
は
医
師
を
中
心

に
多
様
な
職
種
の
人
が
一
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
患
者
に
対

応
し
ま
す
。
中
で
も
看
護
師

は
最
も
患
者
の
身
近
に
い
ま

す
。
患
者
の
気
持
ち
を
理
解

し
、
心
か
ら
頼
ら
れ
る
人
材

育
成
が
最
大
の
使
命
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
大
阪
滋
慶

学
園
が
掲
げ
る
実
学
教
育
、

人
間
教
育
、
国
際
教
育
の
建

学
理
念
を
柱
に
教
育
の
特
色

を
発
揮
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
当
校
は
国
立

病
院
機
構
刀
根
山
病
院
に
隣

接
し
、
教
育
交
流
な
ど
実
学

教
育
に
恵
ま
れ
た
環
境
が
大

き
な
利
点
と
言
え
ま
す
。
一

方
、
教
員
は
そ
れ
ぞ
れ
各
人

の
特
性
を
的
確
に
把
握
し
、

き
め
細
か
い
指
導
や
対
策
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
学
生
に

は
途
中
で
あ
き
ら
め
ず
最
後

ま
で
憧
れ
て
い
た
道
を
目
指

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
の
「
グ
ロ

ー
カ
ル
生
涯
教
育
」
は
地
域

社
会
へ
の
貢
献
と
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
の
目
的

の
た
め
、
大
阪
の
専
門
学
校

で
実
績
の
あ
る
医
療
系
を
中

心
と
し
た
人
材
育
成
シ
ス
テ

ム
を
地
方
都
市
で
も
実
践

し
、
教
育
理
念
に
掲
げ
る

「
国
際
教
育
」
や
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
教
育
に

も
力
を
入
れ
て

い
る
。
地
方
の

医
療
現
場
に
目

を
向
け
、
地
元

自
治
体
と
調
整

し
な
が
ら
、
不

足
し
が
ち
な
若

手
の
医
療
人
材

育
成
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
始
め
て
い

る
。

　
こ
う
し
た

中
、

年
４
月

に
開
校
し
た
出

雲
医
療
看
護
専

門
学
校
に
続

き
、
山
陰
地
方

で
２
校
目
と
な

る
鳥
取
市
医
療

看
護
専
門
学
校

が

年
４
月
に

開
校
を
控
え

る
。
交
通
に
便

利
な
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
の
北
口
前

に
あ
る
県
営
駐
車
場
跡
地
、

約
１
６
０
０
平
方

の
敷
地

に
鉄
骨
造
り
６
階
建
て
校
舎

を
建
築
す
る
。
延
べ
床
面
積

は
約
６
１
０
０
平
方

の
規

模
と
な
る
。

年

月
に
着

工
し
、

年
５
月
末
に
完
成

す
る
予
定
だ
。
総
工
費
約

億
円
の
一
部
は
、
鳥
取
市
な

ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い

る
。

　
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学

校
の
初
年
度
入
学
生
は
１
学

年
、
看
護
学
科

３
年
制

人

、
理
学
療
法
士
学
科

同

人

、
作
業
療
法
士

学
科

同

人

、
言
語
聴

覚
士
学
科

大
卒
対
象
・
２

年
制

人

の
計
２
０
０
人

を
予
定
し
て
い
る
。
地
元
で

働
く
若
い
医
療
人
材
を
地
元

で
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確

立
は
、
山
陰
地
方
の
医
療
現

場
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

だ
ろ
う
。
鳥
取
市
や
鳥
取
県

内
だ
け
で
な
く
、
兵
庫
県
北

部
か
ら
の
人
材
受
け
入
れ
も

見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
大

阪
滋
慶
学
園
の
取
り
組
み
は

出
雲
市
と
鳥
取
市
が
将
来
、

企
業
誘
致
な
ど
を
含
め
て
医

療
産
業
都
市
、
福
祉
都
市
を

形
成
す
る
と
い
っ
た
き
っ
か

け
に
も
な
る
は
ず
だ
。

　
「
滋
慶
大
学
」
は
現
在
、

設
置
認
可
申
請
中
。
文
部
科

学
省
が

年
度
解
禁
で
計
画

を
進
め
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
た
授
業
を
行
う

大
学
だ
。
ネ
ッ
ト
上
か
ら
ラ

イ
ブ
や
録
画
で
の
講
義
を
配

信
し
、
単
位
取
得
で
き
る
。

１
学
年
の
募
集
を
１
５
０

人
、
３
年
次
の
編
入
定
員
２

０
０
人
、
総
数
１
０
０
０
人

の
規
模
を
計
画
し
て
い
る
。

学
科
は
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
、
取
得
で
き
る
資
格

は
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
診
療
情
報
管
理
士

を
予
定
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
、
就

職
支
援
も
積
極
的
に
行
う
考

え
だ
。
現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
新
大

阪
駅
前
で
今
年

月
完
成
を

め
ど
に
新
し
い
校
舎
の
建
築

に
も
着
手
し
て
い
る
。
次
代

を
見
据
え
た
最
善
の
一
手
を

繰
り
出
し
、
人
材
育
成
に
全

力
を
注
ぐ
。

　
２
０
１
１
年
、
国
内
初
と

な
る
「
医
療
安
全
管
理
学
」

の
修
士
課
程
を
置
く
滋
慶
医

療
科
学
大
学
院
大
学
が
開
校

し
た
。
あ
れ
か
ら
３
年
が
過

ぎ
、

年
３
月
に
は
第
２
期

生
が
修
士
課
程
を
修
了
し

た
。

年
９
月
、
２
代
目
学

長
に
就
任
し
た
武
田
裕
氏

大
阪
大
学
名
誉
教
授

は

「
学
長
は
方
向
性
を
示
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
話

す
。
そ
こ
で
医
療
安
全
の
推

進
を
目
的
に
「
医
療
安
全
実

践
教
育
研
究
会
」
を
設
立
。

大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院

や
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

中
央
市
民
病
院
な
ど
が
参
加

し
「
医
療
安
全
教
育
の
実
践

的
方
法
を
求
め
て
」
と
題
し

た
第
１
回
学
術
集
会
を
３
月

日
に
開
催
し
た
。
武
田
学

長
は
「
チ
ー
ム
医
療
を
実
践

的
に
果
た
せ
る
人
材
を
育
て

る
こ
と
が
使
命
」
と
い
う
。

　
医
療
に
は
各
職
種
同
士
の

密
接
な
関
係
構
築
が
求
め
ら

れ
る
。
武
田
学
長
は
「
医
療

現
場
で
は
事
務
職
も
戦
力
。

医
療
に
関
わ
る
人
す
べ
て
が

情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
す
る
。
医
師
を
筆
頭
に
事

務
な
ど
も
含
め
て
、
医
療
現

場
で
は
意
思
疎
通
が
何
よ
り

重
要
に
な
る
。

　
同
大
学
院
大
学
は
１
学
年

定
員

人
で
、
平
均
年
齢
は

歳
程
度
だ
。
学
生
た
ち
は

「
自
由
な
議
論
が
で
き
て
い

る
」

武
田
学
長

と
世
代

を
超
え
た
医
療
人
が
医
療

の
質
と
安
全
を
念
頭
に
学
ん

で
い
る
。
将
来
的
に
は
博
士

課
程
の
設
置
も
視
野
に
入
れ

る
。
ま
た
同
校
で
は
チ
ー
ム

医
療
の
実
現
で
地
域
医
療
に

貢
献
す
る
目
的
が
あ
る
。
医

療
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
と
も
言
え
る
同

校
で
の
２
年
間
。
研
さ
ん
を

積
ん
だ
医
療
従
事
者
と
し

て
、
医
療
現
場
で
の
実
践
力

が
期
待
さ
れ
る
。

　
１
月

日
付
で
大
阪
医
療

福
祉
専
門
学
校
の
学
校
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
医
療
・
福

祉
分
野
は
高
齢
化
社
会
、
高

度
技
術
社
会
の
到
来
と
と
も

に
、
専
門
職
へ
の
ニ
ー
ズ
は

高
ま
る
一
方
で
す
。
こ
の
た

め
に
、
本
校
で
は
実
践
能
力

を
重
視
し
た
人
材
養
成
を
第

一
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
職
員
、
学
生
が
一
丸
と
な

っ
て
実
学
を
習
得
す
る
環
境

づ
く
り
を
し
て
、
そ
の
成
果

を
評
価
し
な
が
ら
、
人
づ
く

り
の
実
践
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
現
し
ま
す
。

　
私
は
滋
慶
医
療
科
学
大
学

院
大
学
の
学
長
を
兼
務
し
て

い
ま
す
。
大
学
院
大
学
も
大

阪
滋
慶
学
園
の
１
校
で
す
。

幅
広
い
年
代
の
学
生
に
触
れ

る
こ
と
は
得
る
こ
と
も
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
院

大
学
と
専
門
学
校
の
双
方
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
よ
う
職
責
を
果
た
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
は
医
師
を
含
め
多
様

な
分
野
の
専
門
家
が
チ
ー
ム

を
成
し
、
安
心
か
つ
高
度
な

領
域
に
挑
戦
す
る
時
代
。
そ

の
た
め
各
メ
ン
バ
ー
は
プ
ロ

集
団
と
し
て
の
技
術
を
磨
き

意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
国
は
高
度
な
専
門
家

育
成
の
た
め
「
職
業
実
践
専

門
課
程
」
を

年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
。
産
業
界
と
と
も
に

専
門
学
校
へ
質
の
高
い
人
材

輩
出
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
大
阪
医
療
技
術
学
園
専
門

学
校
で
は
充
実
し
た
環
境
を

整
え
外
部
実
習
や
海
外
研
修

な
ど
を
通
し
実
学
を
実
践
。

臨
床
検
査
技
師
や
医
療
秘

書
、
言
語
聴
覚
士
、
鍼
灸
師

な
ど
幅
広
い
分
野
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
て
い
ま

す
。

　
学
校
長
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
流
れ
を
継
承
し
、
よ
り

精
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

な
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
が
力
を
入

れ
て
い
る
活
動
の
ひ
と
つ

に
、
医
療
・
福
祉
に
携
わ
る

人
材
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
手

助
け
が
あ
る
。
「
滋
慶
医
療

経
営
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

社
会
人
の
生
涯
教
育
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
高
度
化
、
複
雑
化
が
進
む

医
療
・
福
祉
業
界
だ
か
ら
こ

そ
、
専
門
技
術
や
管
理
職
の

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
職

種
に
応
じ
た
的
確

で
手
厚
い
キ
ャ
リ

ア
指
導
を
行
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、

「
ア
ジ
ア
職
業
人

材
養
成
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
て

い
る
の
も
特
徴
。

中
国
な
ど
ア
ジ
ア

各
国
の
学
校
と
の

パ
イ
プ
を
生
か

し
、
留
学
生
に
対

し
て
も
日
本
人
学

生
同
様
の
手
厚
い
支
援
を
可

能
と
し
て
い
る
。

　
社
会
人
に
対
す
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
で
、
高
度
な
専
門
職

業
人
の
育
成
を
目
的
と
し
た

「
医
療
経
営
管
理
セ
ミ
ナ

ー
」
も
大
き
な
取
り
組
み
と

な
る
。
２
０
１
３
年
度
は
計

６
回
に
わ
た
っ
て
開
催
。
医

療
現
場
で
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

や
地
域
医
療
の
状
況
な
ど
の

現
状
紹
介
で
、
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
の
教
授
を

は
じ
め
、
講
師
陣
も
幅
広
い

分
野
か
ら
招
聘
し
た
。

し
ょ
う
へ
い

　
最
終
６
回
目
は
３
月

日

に
開
か
れ
、

年
の
診
療
報

酬
改
定
を
見
据
え
た
議
題
が

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
医
療
事

務
職
の
参
加
者
ら
が
熱
心
に

メ
モ
を
取
る
姿
も
多
く
み
ら

れ
た
。
大
阪
滋
慶
学
園
で
は

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

柱
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
来
年

度
以
降
も
引
き
続
き
、
力
を

入
れ
て
い
く
。

　
多
く
の
看
護
学
校
や
看
護

系
大
学
で
は
、
「
戴
帽
式
」

や
「
宣
誓
式
」
と
呼
ば
れ
る

式
典
が
開
か
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
看
護
に
つ
い
て
の
専

門
教
育
を
受
け
る
学
生
た
ち

が
、
病
院
で
は
じ
め
て
の
実

習
に
進
む
前
に
実
施
す
る
も

の
で
、
大
阪
滋
慶
学
園
で
も

今
年
度
、
３
校
で
挙
行
さ
れ

た
。

　

月

日
に
は
出
雲
医
療

看
護
専
門
学
校
で
開
校
後
初

の
宣
誓
式

写
真
上

、

月
２
日
に
は
大
阪
医
療
看
護

専
門
学
校
が
戴
帽
式

写
真

中

、

月
３
日
に
は
大
阪

保
健
福
祉
専
門
学
校
看
護
学

科
に
よ
る
戴
帽
式

写
真

下

が
厳
粛
な
雰
囲
気
の
も

と
、
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行
わ
れ

た
。

　
戴
帽
式
は
１
年
生
が
ナ
ー

ス
キ
ャ
ッ
プ
を
受
け
取
り
、

病
院
実
習
に
臨
む
前
に
決
意

を
示
す
場
で
も
あ
る
。
看
護

師
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
第

一
歩
を
胸
に
刻
む
た
め
に
、

グ
ル
ー
プ
各
校
で
は
戴
帽
式

を
大
き
な
節
目
と
と
ら
え
て

い
る
。
医
療
現
場
に
出
れ
ば

ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も
区
別
は

な
い
。
患
者
か
ら
す
れ
ば
、

実
習
生
と
は
い
え
、
皆
が
頼

り
に
す
る
看
護
師
で
あ
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
こ
う
し

た
意
識
を
深
め
る
た
め
に

も
、
戴
帽
式
を
実
施
す
る
意

義
は
大
き
い
。


